
第29回 秋の花粉症（2021年8月24日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅰ 小児＞

クイズの解説

秋の花粉症のおもな原因であるキク科・イネ科の植物は、身近に生息しています。

「スギ花粉症」、「ブタクサ花粉症」、「イネ科（カモガヤ）花粉症」は世界三大花粉症と呼ばれています。

春の花粉症（スギやヒノキ）の季節が終わっても症状が治まらない方、夏風邪が長引いているかなと感じている方、それは秋の花
粉症（ブタクサ、ヨモギ、カナムグラ、ハルガヤなど）かもしれません。キク科のブタクサやヨモギ、イネ科のカモガヤやハルガヤなどの植
物は、夏から秋にかけて花粉が飛散します。これらの植物は背が低い雑草で、河川敷や校庭周辺の草むら、緑の多い公園など身
近なところに生息しています。これらの花粉は粒子がとても小さく、下から上に舞い上がるのが特徴で、花粉の飛ぶ距離もスギ花粉の
ように遠くまでは飛ばず、数十ｍ～せいぜい100ｍ程度です。

成人や高齢者に比べて背丈の低い子どもは、下から舞い上がった花粉を近距離でたくさん浴びるため、吸いこむ量も多くなります。
草むらや公園で遊ぶ機会が多い子どもの方が、より秋の花粉症を発症することが多いといわれています。また、キク科・イネ科の花粉は
粒子が小さいために気管支に入りやすく、喘息のような症状が出るなど、症状が重くなることがあります。

秋の花粉症シーズンは、肌寒くなる季節の変わり目なので「風邪かな？」と思って、花粉症に気付かない人が多いようですが、鼻か
ぜであれば1週間も続くことはないので、鼻水や鼻詰まりが続くときや目のかゆみなどの症状がみられたら、早目に病院を受診してみてく
ださい。そして秋の花粉症といわれたら、適切な治療を受け、QOL（クオリティ オブ ライフ：生活の質）が保てるように症状をコント
ロールしていきましょう。

日常生活では、右記「日常生活でできる花粉症対策」を参考に、お子さんの外での活動を制限させることがないように、防御と
治療を両立させましょう。

○ 雑草が生えている場所に近づかない。

○ 症状がある人は、マスクや花粉用メガネを
着用する。

○ 表面がつるつるした素材の衣服を着る。

○ 家の中に入る前に、花粉を払い落とす。

○ 帰宅したら、洗顔やうがいをする。

○ できれば帰宅後すぐにシャワーを浴びる。

○ 家の周りにヨモギやブタクサが生えていないか
チェックし、花が咲く前に除草しておく。

日常生活でできる花粉対策

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/

